
　
平
成
６
年
４
月
か
ら
平
成
１６
年

３
月
ま
で
、
栄
中
央
区
長
と
し
て

地
域
の
振
興
と
町
行
政
の
進
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

吉田　武夫氏 
（栄中央） 

　
平
成
元
年
４
月
か
ら
青
少
年
育

成
推
進
員
と
し
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

片桐　敏子氏 
（栄北） 

　
平
成
４
年
４
月
か
ら
平
成
１６
年

３
月
ま
で
、
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
と
し
て
社
会
教
育
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

横田　富士氏 
（柴中荻） 

　
両
氏
は
平
成
元
年
４
月
か
ら
結

婚
相
談
員
と
し
て
、
良
縁
成
立
に

努
め
ら
れ
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

濱野　百合子氏 
（大針） 

小島　玉枝氏 
（南本） 

　
１１
月
２
日
〜
７
日
に
か
け

て
開
催
さ
れ
た
町
美
術
展
覧

会
（
町
展
）
に
は
、
各
部
門

あ
わ
せ
て
１
５
９
点
も
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
方
々
が
各

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

〈
敬
称
略
〉 

〔
　
〕
内
は
、
部
門
・
題
名
。 

・
町
長
賞 

松
尾
康
弘
〔
日
本
画
・
水
車
小
屋
〕 

・
議
長
賞 

飯
田
よ
し
子
〔
洋
画
・
岩
手
山
〕 

・
教
育
長
賞 

立
川
紀
一
〔
洋
画
・
　
の
森
〕 

鈴
木
國
男
〔
洋
画
・
残
暑
〕 

山
　
文
子 

　
〔
写
真
・
マ
マ
は
や
く
見
て
！
〕 

・
文
化
協
会
長
賞 

若
菜
夏
子
〔
書
道
・
遊
仙
詩
〕 

・
商
工
会
長
賞 

横
田
玉
恵
〔
洋
画
・
彩
〕 

・
観
光
協
会
長
賞 

伊
藤
由
紀
子 

〔
工
芸
・
伊
奈
町
の
人
々
押
田
さ

ん
ち
の
大
根
畑
〕 

・
美
術
家
協
会
長
賞 

笠
　
謙
次
〔
洋
画
・
遥
か
な
尾
瀬
〕 

・
埼
玉
県
協
賛
実
行
委
員
会
長
賞 

佐
藤
敦
史 

　
　
〔
写
真
・
出
番
前
の
少
女
〕 

・
三
十
周
年
記
念
賞 

蓮
実
市
郎
〔
工
芸
・
信
楽
偏
壺
〕 

・
美
術
家
協
会
賞 

加
藤
　
智 

　
〔
写
真
・
夜
明
け
の
ハ
ー
バ
ー
〕 

　
町
政
運
営
に
あ
た
り
、
格
別
な
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
予
算
は
９９
億
３
’
４
５
９
万
８
千
円
で
す
。

そ
の
う
ち
み
な
さ
ん
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
町
税
は
４３
億
７
８
５
３

万
４
千
円
で
、
予
算
の
４４
・
０７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
大
切
な
税
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
埼
玉
県
一
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
」
へ
、
さ
ら

に
は
町
民
３
万
６
千
余
の
町
民
の
福
祉
向
上
に
と
努
力
を
い
た
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

　
こ
れ
ら
が
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
る
よ
う
、
年
末
に
あ
た
り
種
々
ご
都
合
も

お
あ
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
納
税
は
納
期
限
内
に
、
ま
た
未
納

の
あ
る
方
は
そ
の
解
消
に
一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
、
町
の
発
展
に
格
別
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

町
税
の
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を�

１１月１３日に町発展のために功績のあった方々を表彰しました。 
今年度表彰された方は次の５名です。 

自

治

功

労

�

教

育

功

労

�

社
会
福
祉
功
労�
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●
消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
が
１
’

０
０
０
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
　 

●
平
成
１５
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
’
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る

方
は
、
平
成
１７
年
分
消
費
税
の
課

税
事
業
者
と
な
り
、
平
成
１７
年
分

消
費
税
の
申
告
と
納
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
　 

●
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
ら
れ

る
方
は
、
速
や
か
に
「
消
費
税
課

税
事
業
者
届
出
書
」
を
上
尾
税
務

署
長
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
ま
た
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と

な
ら
れ
る
方
は
、
平
成
１７
年
１
月

１
日
か
ら
消
費
税
法
に
基
づ
く
帳

簿
の
記
載
や
請
求
書
等
の
保
存
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

●
平
成
１６
年
分
の
所
得
税
か
ら
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
、
配
偶

者
が
控
除
対
象
配
偶
者
（
合
計
所

得
金
額
が
３８
万
円
以
下
の
配
偶
者
）

に
該
当
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る

部
分
（
配
偶
者
控
除
と
重
複
し
て

控
除
さ
れ
る
部
分
）
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。 

●
夫
に
所
得
が
あ
り
、
妻
が
パ
ー

ト
で
働
く
場
合
を
例
に
考
え
て
み

ま
す
と
、
夫
が
受
け
ら
れ
る
配
偶

者
控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

◇
妻
の
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
３
万

円
ま
で
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
控
除

（
３８
万
円
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

◇
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
配
偶
者

控
除
の
対
象
で
は
な
い
妻
に
つ
い

て
、
妻
の
所
得
に
よ
っ
て
調
整
さ

れ
ま
す
が
、
最
高
額
は
３８
万
円
で

す
。
こ
の
控
除
は
パ
ー
ト
収
入
が

１
０
３
万
円
を
超
え
て
１
４
１
万

円
未
満
で
あ
れ
ば
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
夫
の
合
計

所
得
が
１
’
０
０
０
万
円
を
超
え

る
年
に
は
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

　
市
川
氏
は
、
昭
和
４４
年
１２
月
か
ら
３２
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

町
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、
公
平
な
人
事
行
政
の
確
保
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昭
和
５０
年
６
月
か
ら
は
委
員
長
と
し
て
務
め
ら
れ
、

効
率
的
か
つ
円
滑
な
委
員
会
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
び
の
受
章
は
、そ
の
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

市川　浩氏 
（丸山） 

　
稲
橋
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
員
お
よ
び
町
長
と
し

て
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

議
会
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
町
長
と
し
て
は
、

都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
人
間
性
豊
か
な
活
気
に
あ
ふ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
町
政
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

稲橋　正兵衛氏 
（下郷） 

　
大
島
氏
は
昭
和
２５
年
５
月
か
ら
平
成
２
年
３
月
ま
で
消
防
団

員
と
し
て
、
約
３９
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
５５
年
か
ら
の
１０
年
間
は
消
防
団
長
と
し
て

消
防
団
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
受
章
は
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

大島　一雄氏 
（柴中荻） 

　
山
口
氏
は
、
昭
和
３６
年
５
月
か
ら
平
成
５
年
３
月
ま
で
、
国

立
国
会
図
書
館
の
司
書
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
さ
れ

て
か
ら
も
大
学
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
教
育
行
政
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
そ
の
顕
著
な
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

山口　義一氏 
（小貝戸） 
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